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緊急安全確保 正しい理解と活用を

だいぶ浸透してきたと思われる「緊急安全確保」という

言葉ですが、２通りの使い方をされていることもあり、正

しい理解と活用が不十分なように感じられます。

まず「緊急安全確保」という言葉は避難情報に使われて

います。「警戒レベル５緊急安全確保」は、災害が発生又

は切迫し指定緊急避難場所等への立退き避難がかえって危

険であると考えられる場合に、「立退き避難」を中心とし

た行動から「緊急安全確保」を中心とした行動変容を特に

促したい場合に発令される避難情報です。言い換えると

「すでに指定緊急避難場所等への立退き避難は危険な状況

になってしまいました。今いる場所の近くで、相対的に安

全な場所へ直ちに移動する等、命を守る最善の行動をとっ

てください！」という呼びかけです。

もう一つ。「緊急安全確保」という言葉は避難行動にも

使われています。内閣府が自治体向けに作成している 

「避難情報に関するガイドライン」（以下「ガイドライ

ン」）では、「緊急安全確保」を「災害がすでに発生また

は切迫している状況で立ち退き避難をし遅れた場合に、命

の危険から身の安全を可能な限り確保するための次善の行

動」としています。このように、避難情報と避難行動とで

同じ言葉を使っていることも、理解を難しくする要因の一

つかもしれないと思います。

避難情報に話を戻すと、「警戒レベ

ル５緊急安全確保」 は５段階の警戒

レベルの最上位に位置付けられている

ため、立ち退き避難を強く促したいと

きに発令するものと誤解されやすい点

には注意が必要です。強い台風が接近してくるようなとき

に、立退き避難がまだ可能な状況であるにもかかわらず

早々と「警戒レベル５緊急安全確保」を発令する、大規模

な災害が発生した後に「警戒レベル５緊急安全確保」を

延々と発令し続ける等は、求められている運用ではないと

思われます。

「警戒レベル５緊急安全確保」の発令は、自市町村の住民

のみなさんへの避難支援という直接的な効果のみならず、

広域の関係機関からの支援や遠方に住む親戚知人からの情

報支援等といった波及的効果も見込めます。ガイドライン

には「災害が発生・切迫している状況において、その状況

を市町村が必ず把握することができるとは限らないこと等

から、本情報は市町村長から必ず発令される情報ではな

い。」とあります。それでも市町村の皆さんには、警戒レ

ベル５相当情報が発表された場合等は躊躇うことなく「警

戒レベル５緊急安全確保」を発令し、住民の命を守る避難

情報として、もっと活用していただきたいと思います。



「天気予報は、昔と比べると良く当たるようになったっ

て本当ですか？」「本当なんです！」

右図は、東京地方の予報精度を検証したものです。1985

年以降の翌日の予報の結果を、年別に示したものです。こ

れを見ると、年々、予報精度が向上しているのがわかるか

と思います（上に行くほど精度が良い）。

かなり昔の話にはなりますが、「天気予報」は当たらな

い代名詞のように言われた時代もありました。それに対し

て、気象庁では、気象衛星やアメダス、レーダー等の観測

の導入とともに、現在の気象予測のベースとなる「数値予

報」を導入して、年々精度の向上を図ってきました。数値

予報とは、コンピューターを用いて地球大気や海洋・陸地

の状態の変化を数値シミュレーションによって予測するも

のです。もちろん、数値予報の精度向上には、コンピュー

タの性能が飛躍的に良くなったこともありますが、予報を

担当する予報官の日々の努力も忘れてはなりません。その

結果として、図のように右肩上がりで精度が向上し、天気

予報は「当たらない！」とは言えない時代になってきまし

た。昔は賭けにたとえられ

ていたことが由縁で天気予

報は「当たる」「外れる」

と言われますが、現在は、

「当たる」ことを前提にど

のように利用するかが重要

になってきています。例え

ば、夏の雷雨のように、

雨が降るところと降らない

ところがはっきり分かれるような気象状況もあります。こ

のような時には予報が「降らない」でしたら、降ったとこ

ろからみると「外れ」です。しかし現在では、このような

気象状況の時には、雷雨の可能性があることをきちんと伝

えています。つまり、民間の気象会社の情報も含めて、い

ろいろある気象情報を、自分の行動に合わせて利用してい

けば、予報としては「外れ」でも実害をこうむることは避

けられます。それでも、時には外れるときもあります。そ

れだけ自然現象を予測するのは難しい！
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台風並の低気圧

これからの季節、日本付近で急速に発達する低気圧に

よって強い風や高い波、時として暴風雪などに見舞われる

ことがあります。冬の嵐です。この時、天気予報の解説で

「台風並の低気圧」といった言葉を耳にすることがありま

す。台風並の低気圧のイメージはどのようなものでしょう

か。第一に思い浮かべるのが強い風とそれに伴う高波で

しょう。一方、雨は季節の違いもあり、台風に伴うような

大雨となるケースはあまりありません。

昔から台風による災害に苦しめられてきた日本では、多

くの人が台風に対しては特別な警戒心を持っているため、

「台風並の低気圧」という表現は、事前に災害に備えると

いう点では一定の効果が期待できます。しかし、具体的な

防災対応を考えると“台風並”ではあっても災害につなが

るおそれのある現象を的確に捉えてなくてはなりません。

イメージだけの危機感では適切な防災対応をとることが困

難な場合も出てきます。

では、台風と台風並の低気圧は現象面、特に防災対応で

どのように異なるのでしょうか。

まず、風です。台風は一般的に等圧線が同心円状になっ

ており、中心に向かって反時計回りに吹き込む風は中心に

近いほど強くなります。一方、低気圧は同じように反時計

回りの風が吹きますが、前線を伴っているため等圧線の形

は台風のような同心円状ではありません。風の強さも必ず

しも低気圧の中心付近で最も強くなるのではなく、中心か

ら離れた所で強い風が吹くこともあります。また、台風は

北上してくると上空の強い西風の影響を受けて次第に速度

を増して日本付近を通過しますが、冬季、発達する低気圧

は北海道や千島近海で速度を落とすことがあり、台風に比

べて強い風が長時間にわたって吹き続けることがあります。

このため、海上や海岸では広い範囲で波の高い状態が数日

にわたって続くことも稀ではありません。低気圧が北海道

近海で発達、動きが遅くなると高潮の起こるおそれもあり

ます。北海道など北日本では高潮への備えが十分とは言え

ない地域もあり、低温、積雪下での高潮による浸水被害が

発生することがあります。台風並ではあっても、風や波な

ど、防災対応の上では台風とは全く異なるものです。

台風と台風並の低気圧、実は“似て非なるもの”である

ことを知っておくことが大切です。

（出典：気象庁HP）
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